
2019 年度本人中心部会活動報告 

【目的】障がいのある方がこの地域で安心して自発的に生活できるよう、ニーズに沿ったより良いサービスが提供でき

る地域をつくるために活動する。当事者が積極的に活動できる場を広げ、当事者主体の活動を後方支援していく。 

【主な活動】 

●ニーズや想いを聴き、つなげていく活動（想いの受け止め活動）を継続していく。またそれにより、聴くこ 

とのできる支援者を地域に増やしていきたい。 

●今年度は「親なき後の不安」をテーマに、40歳以上の方で計画相談を利用されていない方を対象に、15名の 

方からお話を伺った。まとめから今後の課題検討へつなげていきたい。 

 

●地域のさまざまな資源を気軽に見て頂く事で生活の中の選択肢を広げて頂けるよう、当事者向け見学会を実施。 

・「楽しく過ごす場所見学会」…9／25に「ながでんハートネット駅前健康ぷらざ」を見学 

・「暮らしの場所見学会」…10／24に飯山市内の GH２ヵ所、11／6に中野市内の GH２ヵ所を見学 

             ・「働く場所見学会」…12／10に小布施町にある就労継続支援 B型事業所を見学 

 

●ご本人たちが望む生活をかなえる事ができるよう、学びの機会を作りながら、仲間同士で物事を進められるよ 

う、後方支援を行う。支援者が変わってもスムーズに対応できるよう、また後方支援の積み重ねができるよう、 

これまでスタッフが後方支援で大切にしてきたことを形にして残せるよう、引継ぎ書を作成。 

●今年度は 6名で構成されている当事者実行委員会を月１回程度開催し、上越への水族館への旅行をどうするか 

等検討を進めて頂いている。 

 

             ●当事者の方が一人でも安心して外出でき、楽しめるように、必要な情報を掲載した冊子「小さな発見マップ 

～行ってみよう！地域のお店～」の作成を進めてきた。当事者から推薦のあった信州中野駅周辺の 25店舗を 

掲載し、表紙絵も当事者にご応募いただいた中から選出した。３月中の完成を目指している。 
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【今年度の成果と来年度へ向けて】 

・当事者の声を聴き続ける、そしてそれに基づいた活動を行うことを継続してきている。以前行った「想いの受け止め活動」から今年度

の「小さな発見マップ」作成につながったように、今後も当事者の声を聴き、当事者の活動の後方支援が行えるように活動していく。 

・来年度、「小さな発見マップ」に掲載されたお店に、「いってみてやって委員会」で出かける企画をする等、更に部会内の連携も意識し 

て活動を行い、当事者が自発的に活動できる地域づくりにつなげたい。 
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